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・三大疾患（がん、心臓病、脳卒中）は死因の上位 TOP3
・世界の経済発展と途上国の医療の高度化
→2040年：4,800万人が死亡する予測。
・診断方法の一種である画像診断装置（CT、SPECT、PET）の高解像度化、低被ばく化を目的にカ

メラ部分の半導体化が進んでいる。
・医療診断装置向けのカメラ用半導体として最高のポテンシャルを持つTlBr（臭化タリウム）放射
線センサーの実用化を目指す。

・医療診断装置の開発には多額の資金と時間が必要であるため、TlBr放射線線センサーの製造
に注力し、医療診断装置メーカーとの協業が必要。

・TlBrを原料から調達し、センサー化まで一貫して行っている・各工程で安定生産の課題を抽
出し、独自のノウハウを持つ。

ビジネス面の課題
(1)医療市場における顧客に提供する価値の解像度が粗い。
TlBrは放射線に対する感度が高いため、患者の被ばく量、診断像の画質向上につながるが、医療

現場で具体的にどんな価値があるかは不透明。
(2）第一市場である環境放射線計測市場の調査

研究開発の課題
(1)TlBr放射線センサーの安定製作技術の確立。
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